
第10回いなかとまちの文化祭開催

　11月7日(日)、 豊田市駅東口広場とよしばとギャザ南広
場にて「第10回いなかとまちの文化祭」が開催され、およ
そ1,000人の方が参加しました。
　いなかとまちの文化祭は、都市と山村を結ぶ「いなかと
まちの文化祭～こころを耕すくらしのマルシェ～」と題し、
豊田市内の有志の方が集まり、毎年実行委員会を組織して
開催されています。いなかとまちが支えあい、つながること
で、それぞれの暮らす地域がもっと良く、もっとみんなが幸
せになれる場所にしたいという想いが込められています。
　第10回のテーマは「あなたがだいじ♪私がだいじ♪」～
この世界で共に生きる～」です。誰もが大切な存在であ
り、この世界で共に生きている。そんな実感を得て欲しい
とイベントには様々な試みがされていました。
　ステージでは、「お友だちタイム」と題し、その場に居合
わせた人が、新型コロナウィルスの感染症対策として距離

を保ちながらも知り合うことができるゲームを行っていま
した。地元消防団ならではのエピソードを歌ったバンド
「消防ロッカーズ」のライブや、森林組合に所属する
ミュージシャンの森と共に生きる様子を歌ったライブ、み
んなで一緒になって歌って踊れるパフォーマンスなどがあ
り、ステージに釘付けになるご家族の姿も見られました。
　会場には、地元農家の野菜販売や加工品販売、薪割り
体験、ジビエ料理、矢作川の生き物展示など、山・川・森に
関わる個人、グループの26団体が出展しました。各店舗に
会話のきっかけとなるサイコロの目に合わせた質問が用意
され、あちこちで言葉を交わす様子がみられました。
「いなかとまちのシンポジウム」では、「みんなが輝く場を
つくろう！」というテーマで3名の方が登壇し、実行委員
長の洲崎燈子さんがお話しを伺いました。その内容を
ご紹介します。
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【モニター参加者募集】稲武地区でテレワーク
豊田市稲武地区において地域活性化に向けたテレワーク体
験会を開催するにあたり、モニターとなる参加者を募集しま
す。自然豊かな環境でテレワークを行うだけでなく、地域住
民や利用者同士の交流などオフィスや自宅にはない新しい体
験を提供します。テレワークスペースはプライベートスペー
ス、コワーキングスペース、コミュニティスペースと利用用途
に応じて自由に選択できるようになっています。
日時　①12月10日（金）②12月17日（金）
＊各日9:00~17:00で利用可能です。
場所　稲武商工会館（豊田市稲武町タヒラ１－４）
対象　テレワークが可能な方（地域内外の在住を問わず）
　　　稲武地域に興味のある方
　　　地域活性化や地域づくりに興味のある方
定員　各回２０人＊申込者多数の場合は先着
参加費　無料　
ご注意　・施設のWi-Fi利用が可能です・PCの貸し出し、プ
リンター等はございません・稲武支所駐車場がご利用できま
す・定員に空きがある場合は当日参加も可能
申込　QRコードより「あいち電子申請・届出システム」にて
お申し込みください。

問合　豊田市　企画課
　　　電　話：0565-34-6602
　　　メール：kikaku@city.toyota.aichi.jp
運営　NPO稲武まちづくり協議会
　　　電　話：0565-98-1064
　　　メール：info@npoinabu.jp　

詳しい情報、他のイベント情報は

おいでん・さんそんセンターホームページ

『イベント情報』をチェック！

「北小田の家」を運営する荒川さん

「つながる力でミライを変える」おいでん・さんそんセンターの活動をご紹介！

r e p o r t 採択された9名中6名が豊田市で
起業等にチャレンジ

第6期「三河の山里なりわい実践者」を
ご紹介！
　三河山間地域で起業等にチャレンジしている「三河の山里なり
わい実践者」のみなさん（以下、なりわい実践者）が11月8日(月)、
市町村関係者に向けた中間報告会で発表しました。
　今年選抜された9名のうち、青木宏和さん(藤岡)、荒川偉洋子さ
ん（足助）、安藤真也さん（稲武）、白石育恵さん（稲武）、祖父江
奈々子さん（下山）、新田凌子さん（藤岡）6名が豊田市で活動中
です。（　）内は主な活動地域。
　足助地区で「北小田の家」を運営する荒川さんは、古民家一棟貸
しや講座・イベントの事業に加え、今後は民泊にも参入し、隣接のジ
ビエカフェMuiとのコラボでその土地の食・酒や文化・歴史・風土な
どを体験するガストロノミーツアーを企画予定。
 11月20日(日)に開催されたマルシェ『藤岡プレミアム』では、青木さ
んが『とよた山里フィットネスSOTODE』でイベント出店し、ノルデ
ィックウォーキングの体験会を実施。新田さんはフランスのサヴォア
地方の伝統菓子「ビスキュイドサヴォア」などを販売する『nitta』を
出店し、それぞれ来場者に大好評でした。下山の祖父江さんはジビ
エ活用のペット用おやつ「鹿ジャーキー」を『GOCCI』というブラン
ド名で通販サイトや香恋の館などで販売しています。
　稲武でマリトッツォなど「ご褒美パン」を販売する『Kiln(キルン)』
の白石さんは、子育て中でもワークライフバランスを大切にしつ
つ、地元の販売店とコラボしています。同じく稲武の安藤さんは各
種取扱資格を着 と々取得し、猛禽類の「パフォーマンスのできるペ
ットショップ」事業を展開していく予定です。
　豊田市内外で活躍しているなりわい実践者は、今後も都市と山
村を結ぶ力強いネットワークを作っていきます。是非、みなさんも
その輪に一緒に加わり、応援していきましょう！（松本真実）
■三河の山里なりわい実践者：
詳細はHP：https://spdesk.mikawayamazato.jp/nariwai/
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藤岡プレミアムで体験会をした青木さん（中央）
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アドラーの「共同体感覚」とは

(洲崎)今年のテーマは「あなたがだいじ♪私がだいじ♪～
この世界で共に生きる～」です。このテーマは、アドラー
の「共同体感覚」という概念にちなんだものです。
　アドラーの興した心理学の考え方は、しばらく前に出
版された「嫌われる勇気」という本で大きな話題になり、
たくさんの人の共感を呼びました。そのアドラー心理学の
中でも重要な概念が「共同体感覚」です。
　共同体感覚とは、他者を仲間と見なし、そこに「自分の
居場所がある」と感じられることです。アドラーは家族や
職場、学校、地域だけでなく、過去や未来、宇宙全体まで
も含んだ全てを共同体だと提唱しています。過去の人び
との知恵を継承し、未来の人びとにいい世界を伝えよう
と努力し、生態系とつながりながら生きていこうという、
持続可能な生き方の根本理念です。
　アドラーは承認欲求にとらわれず、自己への執着を他
者への関心に切り替えていこうと呼びかけます。学業、仕
事、交友、恋愛や結婚は全て、「自分はここにいてもいい
のだ」と思える場所や関係（所属感）を探すことにつなが
っています。人は共同体の一部ですが、その中心にいる
わけではありません。所属感は、人生のタスクに立ち向
かい、共同体に積極的にコミットすることで獲得していく
ものです。
　このシンポジウムのテーマは「みんなが輝く場をつくろ
う！」ということです。豊田市は、いなかとまちが近くに共
存するまちです。今回は、このような環境を生かし、ハン
ディキャップのある方たちが「自分はここにいてもいいの

だ」と思える、生き生きと輝けるような場所を作られてい
る、そんな皆さんを、パネリストとしてお招きしました。今
日はみなさんのお話を伺いながら、誰一人例外なく取り
残さない地域づくりについて考えていきたいと思いま
す。
それでは、自己紹介をお願いします。
（野中）スーパーやまのぶの自社農園「みどりの里」の
野中慎吾です。お米とイチゴ、ブルーベリー、スイカを無
肥料、無農薬で育てる自然栽培をしています。農福連携
といって障がい者のみなさんと農業をやっております。彼
らのおかげでたくさんの栽培がやっていけています。
（今枝）足助地区で「畦道」という障がい者福祉施設を
やっています今枝美恵子と申します。畦道は、病気や障
がいのある方が日中の活動場所として利用する事業所で
す。山村地域の自然を活かした仕事をしようということで
薪割りや豊田市の間伐材を使った商品を作ったり、農家
さんのところにお手伝いに行ったり、綿から糸をつむぐお
仕事をしています。現在利用者の方は27名で、月曜から
金曜まで活動をしています。
（栗本）合同会社P―BEANSの栗本浩一と言います。う
ちの会社はP-BASEという名前で主に介護保険対象のお
年寄りの方の生活期のリハビリのお手伝いをしてます。手
が動くようになったとかやりたいことが見つかったとか、
楽しみがありそうだというところを引き出しながら、手芸
ができるようになった方がいれば、じゃあ一緒にバザー
に出かけましょうという、そんなところまで一緒に携わっ
て動いている会社です。

山村地域だからこそ得られるメリット、連携し合うこ

とで得た実感

（野中）自然栽培はとっても手がかかります。障がいのあ
る方はそういう作業と相性が良かったので、活躍されてい
ます。他の産業より受け入れる障がいの幅も広いです。うち
は生活介護が必要な方や言葉の不自由な方たちも来ても
らっています。仕事も色々あります。例えば虫取りなら、彼
らは虫を虫かごに入れているような感覚で楽しむので、い
っぱい虫がいるところを見つけるんです。そういう違った視
点で仕事に取り組んでくれて、結果的にすごく助かって良
いものができています。
（今枝）畦道は、とにかく環境がいいと言われています。
まちの方だと、スピードが速くて生きづらさを感じていて
も、山間地域でのんびりとした環境の中で仕事が出来るの
が面白いとか、まちではなかなかできない薪割りの仕事な
どもあるということで、そこに利用者の方たちは魅力を感
じてくださっています。課題もあります。山村地域の地元に
お住まいで精神疾患だとご近所に知られていない方が、畦
道に来ることで自分の障がいや病気がわかってしまう。本
当は居場所がないんだけど、地元だからこそなかなか行き
づらい、という声をいただいています。そういう方は家族と
繋がっていけたらいいなと思います。
（栗本）福祉事業所や福祉に携わる人たちは、そこに居る
利用者の方とか困りごとを抱えている人たちに、やはり地
域で普通に暮らしてもらいたい、当たり前に暮らしてもら
いたい、という思いで今までいろんな努力をしてきていま
す。ここ１、２年色んな業界の方たちとお話ししていると、

やっぱり福祉に携わる人だけで、そういった方の生活を考
えていくというのは多分無理なんだな、と最近気づきまし
た。まずお互いを知るとかそれぞれが何をしているかとい
う会話が膨らんでいくことで、困りごとの共有や、お互い様
という関わりができてくるのかなと思いますので、あんまり
急がずに、色んな方と顔見知りになって、やっていることを
伝え合えるといいなと思います。
（洲崎）お三方に話を伺って、いろんなやり方で、ハンデが
あったり、高齢だったり、引きこもりだったり、問題を抱え
ていてもどんな人も共同体にコミットして関わり合いなが
ら笑顔になったり笑顔にしたりするような生活ができる、
現実にそれをやられているということが聞けてとても嬉し
くて幸せに思いました。
　私たち一人一人にできることがある。そんなできることを
やることで、みんなが幸せになれるような、そういう社会
づくりをここにいる登壇者のみなさん、出演者のみなさ
ん、参加者のみなさんそれぞれがやって、お互い幸せにな
っていけるような社会にしていきましょうね。今日はとても
素敵なお話しをしていただいてありがとうございました。

「この世界で共に描こう!お絵かきコーナー」など、文化祭
をきっかけに知り合い、世代もさまざまな方々がそれぞれ
に今を楽しんでいる様子は、都市と山村に暮らす個人が互
いに支え合いながらつながる様子でもあるように感じまし
た。（田中敦子）

のなか しんご

お友だちタイム～みんなが仲良くなるゲームの様子 この世界で共に描こう！コーナーなどの様子いなかとまちのシンポジウム（左から洲崎燈子さん、野中慎吾さん、今枝美恵子さん、
栗本浩一さん）
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いまえだみえこ

くりもと こういち

農家さん、体験コーナーなど出店の様子


